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生体分子ネットワークを「眺めて解析する生物学」から、「創って解析する・利用する生物

学」を目指し、2000年頃から米国で合成生物学という研究が行われている。「創って」と言っ

ても「無から生物を創る」ことを指しているのではない。サイエンスの面では、同定済みの相

互作用する生体分子を組み合わせた人工遺伝子回路を設計して、発振やスイッチなどの特定の

細胞内現象を再現させようとする試みがなされている。また、応用面では、別の生物由来の酵

素遺伝子を複数組み合わせた人工代謝経路を設計し、その生物が本来生産できない物質を大量

生産させる試みが行われている。しかしながら、人工遺伝子回路や人工代謝経路は小規模であ

り、trial and errorで構築されているのが現状であり、合成生物学を展開するための技術基

盤は未だ確立されていない。しかし、合成生物学研究を進めていけば、生物をより深く理解し、

広く利用することが可能になると考えられる。 

本領域では、生体分子ネットワークをより深く理解し、利用するために、①人工遺伝子回路

や人工代謝経路の探索・設計を行う情報科学と、②無細胞系(in vitro)で回路・経路構築を行

う工学と、③細胞内(in vivo)へ回路・経路を導入する分子生物学の技術を結集し、有機的に

連携することで、世界に先駆けた合成生物学を展開するための技術基盤を構築する。 

 


